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昨
年
７
月
１５
日
、
上
尾
市
は
市
制

施
行
６０
周
年
を
迎
え
た
。
こ
と
し
２

月
１
日
現
在
の
市
の
人
口
は
２２
万

８
、４
８
５
人
で
、
市
制
施
行
時
の

３
万
７
、１
４
９
人
か
ら
６
倍
以
上

に
増
え
た
。
上
尾
市
の
人
口
の
増
加

は
、
東
京
か
ら
約
３５
㌔
㍍
と
い
う
地

理
的
な
条
件
の
良
さ
に
、
当
時
の
国

の
高
度
経
済
成
長
政
策
も
加
わ
り
、

田
園
都
市
か
ら
工
業
都
市
、
そ
し
て

現
在
の
住
宅
都
市
へ
変
貌
し
て
き
た

歩
み
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

市
の
人
口
が
５
万
人
を
超
え
た
の

は
、
市
制
施
行
か
ら
６
年
以
上
が
経

過
し
た
昭
和
３９（
１
９
６
４
）年
１２
月

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
４５（
１

９
７
０
）年
３
月
に
は
１０
万
人
を
超

え
、
わ
ず
か
５
年
ほ
ど
で
人
口
が
倍

増
し
た
。

市
の
人
口
が
急
増
し
た
の
は
、
大

規
模
な
集
合
住
宅
で
あ
る
団
地
が
誕

生
し
て
か
ら
で
あ
る
。
上
尾
市
に
お

け
る
最
初
の
団
地
は
、
昭
和
３９（
１

９
６
４
）年
３
月
、
平
塚
に
建
設
さ

れ
た
平
塚
団
地
で
あ
る
。同
団
地
は
、

雇
用
促
進
事
業
団
が
炭
鉱
離
職
者
の

た
め
に
建
設
し
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て
が
９
棟
と
大

規
模
な
も
の
で
あ
っ
た（
写
真
１
）。

そ
の
後
、
県
の
住
宅
供
給
公
社
が
、

昭
和
４０（
１
９
６
５
）年
４
月
に
上
尾

第
一
団
地（
大
字
上
）、翌
昭
和
４１（
１

９
６
６
）年
７
月
に
富
士
見
団
地（
富

士
見
）を
建
設
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
４１（
１
９
６
６
）年

１１
月
、
原
市
に
日
本
住
宅
公
団（
現

・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）に
よ
る
原
市
団

地
が
誕
生
し
た（
写
真
２
）。
同
団
地

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建
て

・
１
、５
８
３
戸
と
巨
大
な
も
の
で
、

一
つ
の
町
が
誕
生
し
た
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。

次
い
で
、
翌
昭
和
４２（
１
９
６
７
）

年
２
月
、
瓦
葺
に
同
じ
く
公
団
の
尾

山
台
団
地（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５

階
建
て
・
１
、７
６
０
戸
）が
誕
生
し

た
。
さ
ら
に
、
公
団
の
団
地
は
高
崎

線
西
側（
小
敷
谷
）に
も
誕
生
し
、
昭

和
４３（
１
９
６
８
）年
１２
月
に
西
上
尾

第
一
団
地（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５

階
建
て
・
３
、２
０
２
戸
）、昭
和
４５

（
１
９
７
０
）年
３
月
に
西
上
尾
第
二

団
地（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建

て
・
２
、９
９
３
戸
）が
続
け
て
誕
生

し
た（
写
真
３
）。
県
内
で
一
つ
の
市

町
村
に
千
戸
以
上
の
公
団
住
宅
が
４

カ
所
も
あ
る
の
は
、
上
尾
市
だ
け
で

あ
っ
た（『
上
尾
市
史
』第
八
巻
）。

公
団
の
団
地
に
加
え
、昭
和
４２（
１

９
６
７
）年
に
行
わ
れ
た
埼
玉
国
体

の
選
手
村
も
、
国
体
終
了
後
、
県
営

の
シ
ラ
コ
バ
ト
団
地（
大
字
上
・
久

保
）に
衣
替
え
し
、
昭
和
４０
年
代
前

半
は
上
尾
市
に
と
っ
て
団
地
の
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

上
尾
市
の
人
口
は
、
昭
和
４０（
１
９

６
５
）年
か
ら
昭
和
４５（
１
９
７
０
）

年
ま
で
に
１０２
・
３
㌫
の
増
加
を
示

し
、
人
口
１０
万
人
以
上
の
市
で
は
全

国
一
の
増
加
率
と
な
っ
た
。そ
し
て
、

昭
和
４５
年
の
市
の
人
口
の
３３
㌫
が
団

地
人
口
で
、
市
民
の
３
人
に
１
人
が

団
地
の
住
民
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

（『
上
尾
市
史
』第
七
巻
）。

な
お
、
人
口
が
１５
万
人
に
達
し
た

の
は
、
１０
万
人
を
超
え
て
６
年
後
の

昭
和
５１（
１
９
７
６
）年
１０
月
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
２０
万
人
を
超
え
た
の

は
平
成
４（
１
９
９
２
）年
６
月
で
あ

り
、
さ
ら
に
１６
年
か
か
っ
た
。
ま
さ

に
市
の
人
口
増
加
の
ピ
ー
ク
は
、
平

塚
団
地
の
誕
生
に
始
ま
る
昭
和
３９

（
１
９
６
４
）年
か
ら
昭
和
４０
年
代
に

か
け
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
上
尾
市
歴
史
民
俗
研
究
会
）

団
地
の
誕
生

写真２ 空から見た原市団地

～昭和３０年代の上尾～
昭和３３年７月１５日に市制施行した上尾市は、昨年市制施

行６０周年を迎えました。平成３０年４月号から平成３１年３月号
までの上尾歴史散歩は、昭和３０年代当時の広報誌『上尾自
治だより』から、当時の出来事やその背景などを探ります。

写真３ 建設中の西上尾第一団地

写真１ 平塚団地（炭鉱離職者専用住宅）の竣工を
伝える『上尾自治だより』（第１０５号）
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